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１）はじめに 

本工事は、神通川水系砂防事務所管内の直轄砂防事業用情報管路新設に伴い、光

ケーブルを管路及び架空敷設し、既設の管路ケーブル、架空ケーブルの撤去も行い

ました。併せて光線路監視装置の更新も実施します。現場で実施した安全対策のう

ち、雨量情報の把握方法について報告します。 
 

２）工事概要 

  本工事の工事概要は次の通りです。 

    ・光線路監視装置(神通川水系砂防事務所) ・・・更新１ヶ所 

    ・光線路測定装置(栃尾出張所)      ・・・更新１ヶ所 

・光ケーブル敷設工 

新設光ケーブル施工区間 

       神岡維持出張所～H.H4-7  ・・・SM 40C+DSF20C 1353.5ｍ 

       H.H8～H.H17    ・・・SM100C+DSF20C 2007.0ｍ 

   H.H27～H.H31    ・・・SM100C+DSF20C   993.1ｍ 

   大棚分岐 H.H～平湯無線中継所  ・・・SM100C+DSF20C  2669.7ｍ 

   中尾防災センター～28 ｿ 661 号柱  ・・・SM100C         2834.1ｍ 

   栃尾出張所～26 ｿ 021   ・・・SM100C         1695.4ｍ 

   自営柱～自営柱   ・・・SM100C          850.8ｍ 

   HCM-B～中尾防災センター  ・・・SM100C          187.4ｍ 

   一重ヶ根防災センター～24 ｻ 721 ・・・SM100C+DSF20C    80.9ｍ 

   24 ｻ 721～23 ｼ 821   ・・・SM100C+DSF20C 1395.1ｍ 

   栃尾出張所～23 ｼ 821    ・・・SM200C+DSF40C   823.8ｍ 

    ・光ケーブル切替工 

・光ケーブル測定工 

    ・光ケーブル撤去工 
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通常、各現場では連続雨量や時間雨量による作業の警戒基準及び中止基準を設

定し、その降雨量によって作業を中止したりするために雨量計を設置し雨量を観測

している。 
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【図１．本工事施工箇所】 

【表１．施工計画書より】



３）降雨に対する問題点 

近年、気候変動により神通川水系砂防事務所管内においても予測不能なゲリラ豪

雨の傾向が見られる。 

  また、《国土交通省の【川の防災情報】》(殿、栃尾、中尾、大棚、平湯)と現地では

降雨量に差が生じる場合がある。 

  殿、栃尾、中尾、大棚、平湯の降雨量については、携帯やＰＣなどで雨量情報を確

認することができるが作業をしている現場での降雨量については、現地で確認する

ことしかできない。 

作業中止や非難を素早く行うには、周辺、現場、両方の雨量状況を把握しておかな

ければならないと考えた。 

  

  

  

４）降雨に対する安全対策の概要 

4.1 携帯電話サービスの活用 

現場においての周辺状況確認に気象情報サービスの「株式会社ウェザーニュー

ス」を活用した。 

 

今回使用している活用項目 

(携帯サイトにアクセスして情報を得るのではなく、事前にメールで情報が入る) 

・雨雲アラーム Live 

・10 分天気予報 

・落雷アラーム 

・警報メール 

・地震情報 

・台風メール 

・熱中症アラーム  

 

期間限定の「ゲリラ豪雨メール」などを利用している。 

特に「雨雲アラーム Live」・「ゲリラ豪雨メール」は、雨が降る前のリアルタイムに

配信される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



4.2 ワイヤレス雨量計の活用 

現場においてさらにリアルタイムな情報を得るために、ワイヤレス雨量計を活用

した。 

作業中に雨量が警戒及び中止基準に達した場合は、現場代理人が持つ受信機にアラ

ームが入り、それを無線機を持つ全ての作業員に知らせ、速やかに作業中止及び緊

急避難の対応をとることが出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

５）まとめ 

年間降雨量は平年並みでしたが、月間では 7月、9～10 月に降雨が多かった。 

工期内で降雨による作業中止はなかったが、7 月には管内の安全パトロールが中止

になるほどの激しい降雨もあった。 

現場においては、携帯電話サービスとワイヤレス雨量計の情報を組み合わせること

により安全に作業が出来た。 

後に慣れない土地での施工であったが無事故・無災害で工事を継続しておりま

す。今後も、土石流の発生する地域であることを把握し、日々注意を払い、安全意

識の向上の為努力を行います。 

この工事に際して、アドバイスをいただき、監督員の方々にはこの場を借りて、御

礼申し上げます。 

【図２．ワイヤレス雨量計】 


